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	実施計画項目
	第４　大阪府におけるホームレス自立支援施策に関する取り組み　【市町村】

	（1）事業実績及び
事業評価
	【事業実績】
○「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」に則して、平成30年度３月に見直した「大阪市ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」（令和元年度～令和５年度）に基づき事業実施に取り組んだ。
○予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	令和元年度
	２年度
	３年度
	４年度
	５年度

	巡回相談
	96,581
	96,581
	96,808
	96,808
	96,808

	自立支援センター
	163,084
	156,024
	170,355
	169,260
	159,701


○事業実績
	
	令和元年度
	２年度
	３年度
	４年度

	巡回相談件数
	7,437件
	7,181件
	6,825件
	7,212件

	入所等支援件数
	206件
	234件
	142件
	127件

	自立支援センター入所者数
	130人
	137人
	78人
	66人

	自立支援センター退所者数
	94人
	113人
	85人
	56人

	就労退所者数
	55人
	72人
	55人
	33人

	就職率（入院・保護除く）
	97.9％
	90.3％
	92.9％
	87.5％

	退所時就職継続率
	67.2％
	79.1％
	56.3％
	78.7％

	結核罹患率
	25.6
	21.0
	18.6
	―


○ホームレスの実態に関する全国調査（概数調査）
令和元年度１月ホームレス数　1,002人
　令和５年度１月ホームレス数　　841人（令和元年度から16％の減）

	
	【評価】　効果の有無（　有　）　←有・無の２択から記入

	
	【評価の理由】
巡回相談員が野宿地にアウトリーチし、ホームレスの就労・健康・悩み等について面接相談を行い、自立支援センターへの入所や生活保護の適用等に繋いだことにより、ホームレス数が年々、減少したため。

	（2）課題・問題点
	〇ホームレスの高齢化、野宿生活期間の長期化がより一層顕著となっており、その多くは就労による自立が困難な状況にある。
それらのホームレスを日常生活・社会生活自立に繋げるには、安定した住居を確保する必要がある。
○終夜営業の店舗等を利用しているアウトリーチが届きにくい居住不安定者に対応した実効性のある施策を実施する必要がある。

	（3）計画に対する意見・今後の取り組み方向
	○日常生活・社会生活自立に向けた支援には、まずは安定した住居を確保したうえで自立に向けた支援を行う必要があることから、対応策について検討していく。
○終夜営業の店舗を利用し、屋根のある場所と路上を行き来している層に対し、積極的な支援方策の見える化に向け検討していく。

	市町村部局名
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